
 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和 ５ 年度 第 2９回 日教弘教育賞 

東京支部推薦 【学校部門】 

奨励賞受賞論文 



 

【主題】「もうひとつの学校プロジェクト」の実施と効果検証 

 

【副題】不登校別室指導支援員配置事業対象校として 

 

【学校・団体名】東京都江東区立深川第二中学校 

【役職名・氏名】校長 栗生 忠義       

１ はじめに 

本校では近年、不登校生徒の割合が増え、その数は昨

年度、全生徒数の約10％にまで達した。これに対し、

本校は不登校対策委員会を月 1 回行い、不登校生徒一

人一人の対応策について話し合い、学校として対応し

てきた。また、外部諸機関と連携しながら教職員全体で

状況を把握し、ケース会議を開いて対策を取ってきた。

その他にも教職員は ICTを活用しての授業配信やこま

めな個人連絡、さらには生き物係等の「生徒が興味を持

ちそうな環境」を整備することで生徒の学びを応援し

続けた。こうした取組が実を結び、4月以降、昨年度の

不登校生徒の約半数が週に 1～2 日程度登校できるま

でになった。 

しかし、全く登校できていない生徒がまだ数人いる

ことに加え、少しずつ登校できるようになってきた生

徒においても今後継続的に登校できるという保証はど

こにもない。我々教員は東京の目指す教育である「誰一

人取り残さず、全てのこどもが将来への希望を持って、

自ら伸び、育つ教育」の実践に向けて、何か手を打たな

ければならないと考えていた。そのような状況の中で、

今年度より不登校対応別室支援員が本校に配置される

こととなった。これを受け、本校では新たに「もうひと

つの学校プロジェクト」を立ち上げて不登校生徒の学

びを止めない学校の構築を目指してきた。本論文では、

本校が 4月から 6月までに取り組んできた内容を紹介

するとともに、実施後3ヶ月間の成果を検証する。 

 

２ 「もうひとつの学校プロジェクト」とは 

従来、学校といえば「教科書（理論）から学ぶスタイ

ル」が主流である。しかし本校では、「実践（体験）か

ら学ぶ」スタイルの方が高い学習効果につなげられる

生徒もいるのではないかという発想から、放課後に「ウ

エルビー教室」を設置した。また「一人で考え、学ぶ」

スタイルから自らの学びを見つめ直す場所としての

「あすなろ教室」といつでも学校とつながることので

きる環境としての「オンライン教室」も開設した。本校

では、これら 3 つの教室をあわせて「もうひとつの学

校」と定義する。（表1） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

（1）「あすなろ教室」 

他者と一緒に学習する事が苦手な生徒を対象とした

別室を本校では「あすなろ教室」と呼んでいる。ここで

最も気をつけている点は、不登校生徒にとって安心で

きる個別最適な環境作りである。学習内容はあえて自

由としている。生徒の多くは自らで選択した学習内容

を自習している。見守り担当は地域コーディネーター

や PTA からの推薦を基に決定し、現在は卒業生の保護

者やおやじの会の皆さんに担当を依頼している。 

（2）「ウエルビー教室」 

昨年度、不登校生徒の約半数が学校行事には参加で

きたという結果から、一般生徒と共に体験学習に取り

組める場として放課後に「ウエルビー教室」を設けてい

る。ここで最も気をつけている点は、不登校生徒が一般

生徒との協働的な活動を通して一人でも多くの友人を

作ることのできる環境作りである。学習内容は「生徒が

学んでみたい学習内容」に加え、「全学校関係者が生徒

に学ばせたいと思う学習内容」で、不登校対策委員会が

全教職員・PTA・学校評議委員からのアイデアをまとめ

た上で決定している。人選や学習内容については副校

長が PTA 会長と地域コーディネーターに依頼し、同委

員会で日程を作成している。この取組を通して、生徒に

は地域の隠れた有能な人材と結びつけさせながら教科

横断型学習に親しませる事を目指している。 

（3）「オンライン教室」 

 不登校生徒の中には家から出られない生徒もいる。

そうした生徒達のためにいつでもどこでも学校とコン

タクトがとれる「オンライン教室」を設けている。ここ

で最も気をつけている点は、不登校生徒のプライバシ

ーを守りつつ不安な気持ちを打ち消しながら勇気を持

って参加できる環境作りである。不登校対策委員会は

クロムブック内に不登校生徒専用のクラスルームを作

り、担任や学年教員が対象生徒と自由にやりとりでき

る環境を整えている。 

 

３「もうひとつの学校プロジェクト」の実践 

 6月末の時点で、表２の通り、もうひとつの学校プロ

ジェクトを実施している。 

（1）「あすなろ教室」 

 4月前半、まずは、毎週月曜日の14：00から2時間

の実施からスタートした。その後、他の曜日での実施を

求める声を受け、6月末からは火・木・金にも教室を開

設するようになった。 

（2）「ウエルビー教室」 

 4月後半、アメリカ人留学生2名が放課後の国際交流

学習のために毎週水曜日の放課後 2 時間来校してくれ

ることになった。この教室は不登校生徒を含む全ての

生徒を対象に開催し、カナダに短期留学する 2 名の生

徒を中心に最大10名の生徒が参加した。また、日本語

の苦手な生徒のために江東区から派遣された指導者に

よる「日本語教室」も開設した。 

（3）「オンライン教室」 

 6月末、不登校対策委員会からの提案により、学校に

どうしても登校できない生徒とつながるツールとして

Google クラスルールを開設することになった。これに

よって、Meet やメールで担任や他の教職員とつながれ

る機会が増えた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 不登校対策委員会の役割 

管理職は全学校関係者に、不登校対策における「もう

ひとつの学校プロジェクト成功の重要性」について繰

り返し丁寧に説明している。これを受け、不登校対策委

員会は長期的展望に基づいた「プロジェクトを更新し

続けるためのシステム」を作成した（表3）。 

 

 

 



 

具体的には、まず進路指導主任が定期的に更新して

いる「個人データ」と生活指導部が毎月実施している

「生徒対象振り返り調査」の結果を毎月分析する。ここ

での分析を通して明らかになった不登校生徒の現状や

要望に適した「別室の理想の形」を不登校対策委員会が

デザインする。できあがった別室の構想は PTA 会長や

地域コーディネーターによって推薦された「見守り担

当者」に伝えられ、適宜、打合せを行なう。その後、別

室を実施する日程は各担任から不登校生徒に個別に周

知されると同時に、Google クラスルームでも配信され

る。     

別室では、見守り担当者が毎回、「生徒が何人参加し、

何を学習したのか」を記録する。さらに、活動終了後に、

不登校対策担当教員および副校長に見守り担当者から

その日参加した生徒達の様子が口頭でも伝えられる。

これらの情報を受け、毎月、不登校対策委員会で別室の

効果を検証する。ここで効果検証する議題は、主に別室

登校支援員の役割、使用教材、学習環境等である。また

どのような対策を講じても別室に参加できない生徒へ

の対応など、不登校対策委員会だけでは解決できない

問題については、全教員から改善策を募集した後、再度、

同委員会で検討する。今後は定期的に外部人材による

研修会を開催し、適切な効果検証を行うための技術指

導を受けることも予定している。外部講師の人選に関

しては、副校長が不登校対策委員会への情報提供と決

定のための指導助言を担当する。同委員会からの別室

改善策や新たな提案は運営委員会に提出され、承認が

得られた後に全学校関係者に周知される。この流れで

取組の方向性を見える化し、素早く環境整備できる組

織が構築できた。 

 

５「もうひとつの学校プロジェクト」の効果 

（1）対象生徒の特定 

まず対象となるのが、昨年度30日以上の欠席のあっ

た2，3年生15人である。ただし、表4の示す通り、

7人（2年：1人、3年：6人）は進級を機に欠席が13

日未満となっているため、対象外としている。よって、

昨年度から不登校を継続している生徒は 8 人（2 年 1

人、3年7人）である。次に、今年度6月末の時点で新

たに13日以上欠席した７人（1年：４人、2年：1人、

3年：2人）である。よって、合計15人を本年度の不

登校生徒とする。（表５） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（2）出席率に関する効果検証 

以下の 2 つの段階をクリアできた割合を昨年度と比

較する。 

Step1：週に1日は学校や教育機関とつながる・・・

15人中15人 

Step2：週に1日は出席する（オンライン100分の学

習も含む） 

・・・15人中2人（週によっては7～最大11人） 

・・・15 人中 5 人は、6 月 1 日から 30 日までの期

間、登校できず 

（3）学習環境に関する効果検証（表６） 

効果の見られた学習形態 

 ・あすなろ教室（2名） 

・ウエルビー教室・・国際交流（英語：1名、日本語：

1名） 

 ・オンライン教室（1名） 

 



 

（3）生徒の声に関する効果検証（表６） 

① 実際に別室を利用した不登校生徒の声 

・最初は誰が見回りを担当してくれるのかがわからな

かったので不安でしたが、行けば行くほど楽しく過ご

せるようになりました。 

・楽しいです。見回り担当の方が面白い人で、2人でUNO

をしたりするのが普通に楽しい。 

 

② 全ての不登校生徒の声 

どんな別室なら行ってみたいですか。 

・楽しく行けたらうれしいです。 

・（別室に望むことは）特にありません。 

・今のところ別室については考えていません。（オンラ

インで授業、部活動、江東区教育区委員会ブリッジスク

ール、等に参加します。） 

 

６ 成果 

・昨年度30日以上の欠席があっても学年・クラスが変

わったことで４月から登校できているケースが見られ

た（15 人中 7 人）。新学期やクラス替えといった節目

は、不登校の流れを断ち切る効果は大きいと言える。中

でも、4月の年度初めには大きな効果が期待できること

がわかった。 

・あすなろ教室に2人が出席できた。1人だけが出席し

た際には、自習の合間に見守り担当の方とおしゃべり

をする時間があった。2人そろって出席した際には、自

習に加え、2人でゲームを楽しむ姿も見られた。また不

登校傾向が見られる生徒（欠席が13日未満の生徒）の

中には午前中からあすなろ教室の利用を希望する生徒

もいることから、いつでも自習できる場所の確保が不

登校の未然防止に役立つ可能性があると考えられる。 

・留学生との国際交流に 1 人、日本語学習に 1 人が参

加した。中でも、後者は４回以上の継続的な参加が見ら

れた。この結果から、不登校の生徒の中には自分の興味

のあるイベントには参加できる生徒もいるということ

がわかった。 

・デジタル教材を紹介しても興味を示す生徒は少なか

った。また、自分自身で自らの学習計画を立てられた生

徒もいなかった。 

・今のところ、もうひとつの学校に週に 1 日登校でき

るようになっても、毎日の出席につなげられている生

徒は少ない。 

表６の示す通り、15 名中 14 名に「好き・得意な分

野」があることがわかった。このことから、まずは、自

分の好きなことから学習する習慣を毎日数分からでも

身に付けさせ、徐々に自分で学習目標を立てさせてい

くアプローチが効果的と考える。 

 

７ 今後の方向性と課題 

・本年度、本校が校舎建て替えのため、夏休みまでは仮

校舎へのバス通学を余儀なくされていた。朝、バスに乗

り過ごすと 30 分以上歩いて通うことになる状況もあ

り、不登校生徒にとっては登校のハードルが上がった

はずである。このような現状も不登校生徒数の出席を

妨げた大きな要因となったことは間違いない。夏休み

以降に本校舎に戻ってからが不登校の流れを断ち切る

節目となることを期待している。 

・通常の授業時間（1時間目から6時間目まで）にあす

なろ教室の利用を希望する生徒がいるのは事実である。

しかし、実際には、「希望していたが、当日になって出

席できなくなった」という生徒も多い。このように、需

要の予想がつきにくいところに人材を当てることは難

しい。あすなろ教室を開設した日に誰も利用者がいな

いときの担当者の仕事について検討する必要がある。

（例：校内巡回し、問題行動を起こした生徒をあすなろ

教室で見守る、等） 

・生徒から学習内容等に関する希望を聞き出すことは

できた。次に考えることは、いかに彼らの希望する学び

を実現させられるか、である。本校ではウエルビー教室

を活用してこの課題に対峙していく。 

不登校生徒の興味関心を大切にする体験学習を実践

するウエルビー教室には、不登校生徒を学校に近づけ

る可能性が秘められていることは今回の分析でわかっ

た。しかし、無償ボランティアでは人材確保が難しいと

も予想される。財源の確保もこのプロジェクトを進め

ていく上で今後の大きな課題である。 

・外部講師を招いての教職員の継続的な指導力向上は

欠かせない。中でも「各生徒が学びたいことを学べる環

境をいかに整備するか」、そして「各生徒の興味関心を

いかに自主的な学習習慣に結びつけるか」については

色々な角度からの助言を求めたい。その上で、不登校対

策委員会を中心に全教職員一丸となって「本校の生徒

に適した指導法」を作り上げ、「従来の学校」と「もう

ひとつの学校」をバランス良く実践しながら、誰一人取

り残さない学校を築いていく。 

 執筆責任者 副校長 泉 昌史 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和５年度 第 2９回 日教弘教育賞 

 東京支部推薦 【個人部門】 

奨励賞受賞論文 



 

 



 
 



 

 

 



 
 



 

 



 

 



 
 



 

 


